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新日本海藻誌
一日本産海藻類総覧-

吉田忠生著
85判・総頁 1248頁・本体価格46∞o円

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海謀誌J(1936)を全面的に書き産したものである.r日本海藻誌j刊

行以後の約ω年聞の研究の進歩を要約1-.1991年までの知見を盛り込んで，日本産として報告のある海藻(緑藻，褐藻，紅

謀)約14∞種について.形態的な特徴を現代の言葉で記織する.編集にあたっては，各種類の学名を原典にさかのぼって検

討し.国際植物命名規約に厳密に従って命名法上の正確さを期1-.関連する文献を詳し〈引用.また，命名規約に基づいて，

多くの種のタイプ標本を確定1-.その所在を明らかにするとともに，北海道大学，国立科学博物館などに所蔵されているタ

イプ徳本の写真を多数掲韓した.植物学・水産学の専門家のみならず，広〈関係各方面に必携の密.

淡水藻類入門官翼手議弘究 山岸高旺編著

85判・ 700頁(口絵カラー含む)・本体価格25∞o円

「日本淡水藻図鑑Jの纏者である著者がまとめる.初心者・入門者のための書.多種多様な豊臣類群を，平易な言葉で誰に

も分かるよう，丁寧に解説する. 1編.n舗で形質と分類の概説を行い.m舗では各分野の専門家による具体的事例20
編をあげ.実際にどのように観察・研究を進めたらよいかを理燐できるように僻成する.

写真集 1巻 山岸高旺秋山優編集
-20巻 各巻町判・ 216頁・ 1∞シート

1・2巻ω∞円.3-¥0巻50∞円. 11-20巻 7【削円

1種lシートを原則に.藻体像の顕微鏡写真・部分拡大写真に.走査型電顕写真・線函き詳細図を添えて，分類学的形質

が一目でわかるように僻成する.解説はすべて和英両文.

淡水藻類写真集ガイドブック
山岸高旺著

85判・ 144頁・本体価格38∞円

金元吾言3小林珪漂図鑑 詰保弘出井雅彦真山茂樹長田敬五著

¥一一/世界の淡水産紅藻 熊野茂著

漂類の生活史集成 堀輝三編藻類多樹生の生物学郎官官t
第1巻緑色部類 85・448p(185積) 8棚円

第2巻褐藻・紅藻類 85・424p(171 ;盤) 8醐円

第3巻 単細趨性・鞭毛務類 85・ωOp(146種) 7脚円

陸上植物の起源 伊」共訳
一緑藻から緑色植物へー A5・ 376p・48∞円

最初に海で生まれた現生櫨物の祖先は，どのような進化をたどって

陸上に進出したの地』ーヘ分子生物学，生化学，発生学，形態学な

どの成果にもとづく傑求の書.海誕のような海産藻類からでなく，

淡水域に生息した緑藻，特にシヤジクモ類から派生したという推論

をたて，陸上植物の出現した約五億年前の地球環境.DNAの構造，

シヤジクモ類の形怨・生態・生理などを総合的に考察する.

日本淡水藻図鑑蜘弘tZ守口i
図鑑としての特性を最高度に発揮さす為に図版は必ず左頁に，図版

の説明は必ず右頁に緩まれ，常に固と説明とが同時にみられるよう

に工夫.また随所に総括的な解説や検索衰を配し読者の便宜を図る.

!!A類の今を見渡し，理解するための最適の書.斯界の第一人者により，

藻学および周辺領域の膨大な知織の蓄積が整理され，新しい研究成果

も取り入れられている.謀学を学ぶ方.またこの分野に興味のある方

の新たなスヲンダード.

祖代・高野 共編
千原・松岡日本の赤潮生物

ー写真と解説一 85・43Op'13αm円

日本近海およぴ日本の淡水域に出現する2∞種の赤潮生物を収録.赤

潮生物の分類・同定に有効な一冊.

原生生物の世界 丸山晃箸
丸山雪江絵

細菌，藻類，菌類と原生動物の分類 85・判p・28脚円

原生生物，すなわち細菌.m.1類，菌類と原生動物の分類という杜大な

世界を級密な点描画とともに一巻に収めた類例のない脅.

器類の生態

日本海麗龍

秋山・有賀
坂本・横浜 共編 A5・臼Op・12800円

岡村金太郎著 85・1α均・3償問円

表示の価格は本体価格ですので.BIJ途消費税が加算されます. 〒112.Q012東京都文京区大縁3・34・3
TEL03剖 45・6781 FAX 03-3945・6782内田老鶴圃



学会出版 物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類Jパックナンバー 価格，各号，会員 1.750円，非会員 3，000円;30巻4号(創立30周年記念増大号，

1-30巻索引付き)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円;欠号 1-2巻， 4巻 1，3号， 5巻1， 2号， 6-9巻全号。「藻

類jノ¥'';1クナンバーの特別セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. r藻類J索引 l・10巻，価格，会員 1，500円，非会員 2，000円;r藻類j索引 1ト20巻，価格会員 2，000円，非会

員3，000円，創立 30周年記念「藻類j索511・30巻，価格，会員 3，000円，非会員 4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補， 1977， A5版， xxviii + 418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼

文及び内外の藻類学者より寄稿された論文 50編(英文26，和文24) を掲載。価格 7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. L A. Abbott. 

黒木宗尚共編， 1972， 85版， xiv + 280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日

米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4.000円。

5北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究 1977， 85版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻

類学会主催「コンブに関する講演会jの記録。 4論文と討論の要旨。価格 1，000円。
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編集兼発行者 田中次郎

干 108-8477港区港南4-5-7 

東京水産大学

Tel. & Fax. 03・5463-0526

e-mail jtanaka@tokyo-u-fish.ac.jp 
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